
社
会
学
、
経
済
学
を
は
じ
め
、
学
際
的
な

知
識
と
デ
ー
タ
分
析
力
・
語
学
力
を
備
え
、

各
界
で
活
躍
す
る
課
題
解
決
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
し
ま
す
。

次
代
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

起
業
家
精
神
に
富
ん
だ
学
生
を
育
成

　

近
年
、
世
の
中
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

（
起
業
や
新
規
事
業
創
造
に
関
す
る
総
称
）

に
対
す
る
注
目
と
期
待
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。
明
治
大
学
で
は
２
０
２
２
年
度

か
ら
「
持
続
可
能
な
明
治
大
学
発
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
育
成
」
を
目
標
に
、
学
部
・

大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
。
ま
た
、
今
春
か
ら
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起
業
家
精
神
）

教
育
と
実
際
の
起
業
支
援
業
務
を
行
う
組

織
と
し
て
「
明
治
大
学 

起
業
・
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
入
門
教
育
を
行
う
全

学
共
通
総
合
講
座
の
運
営
、
学
生
の
起
業

活
動
支
援
、
各
種
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
、

学
内
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
連
活
動
の
ハ
ブ

と
し
て
、
人
的
・
教
育
資
源
を
集
約
す
る

役
目
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
現
在
、
本
学
の
卒
業
生
は
約
61
万
人
に

及
び
、
そ
の
う
ち
の

40
万
人
と
は
、
校
友

会
や
紫
紺
会
な
ど
で

密
接
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
の
リ
ソ
ー
ス
も

集
積
し
、
大
学
全
体

で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
実
際
の
起
業
の

　明治大学は1881年、岸本辰雄、宮城浩蔵、矢代操に
よって「明治法律学校」として創立されました。3人は鳥
取、山形、福井から藩の貢進（選抜）生として、明法寮

（のちの司法省法学校）に学び、その後、岸本と宮城はフ
ランス留学で当時のフランス自由主義に大きな影響を受け
ました。
　建学の精神は「権利自由、独立自治」。「個」の確立を通
じて、社会を支える一人ひとりの市民を育てるという精神
です。これは現在の教育理念「『個』を強くする大学」に
継承されています。 
　2031年 、明治大学は創立150周年を迎えます。2019
年に発表した「明治大学グランドデザイン2030」をさら
に発展的に展開して「MEIJI VISION 150─前へ─」を
策定し、10年後の明治大学のあるべき姿をビジョンとし
て位置付けるとともに、具体化に向けて新たな取り組みが
始動しています。

M
EIJI V
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IO

N
 1

5
0

 

―
前
へ
―

一
人
ひ
と
り
の
「
個
」
を
磨
き
、

と
も
に
持
続
可
能
な
社
会
を
創
る

明治大学
〒101-8301　東京都千代田区神田駿河台1-1　入試広報事務室　TEL 03-3296-4139　https://www.meiji.ac.jp/exam/

１
５
０
周
年
の
節
目
に
向
け

新
た
な
構
想
を
展
開

　

１
８
８
１
年
に
「
明
治
法
律
学
校
」
と

し
て
、「
権
利
自
由
、
独
立
自
治
」
と
い

う
建
学
の
精
神
の
も
と
創
設
さ
れ
た
明
治

大
学
は
、
２
０
３
１
年
、
創
立
１
５
０
周

年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

１
世
紀
半
の
時
を
経
て
、
大
学
を
取
り

巻
く
社
会
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま
し

た
。
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
歴
史

上
ま
れ
に
見
る
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
環
境
破
壊
や
資
源
の
枯
渇
、
戦
争
、

弾
圧
、
差
別
、
貧
困
な
ど
、
人
類
の
存
続

さ
え
脅
か
し
か
ね
な
い
問
題
を
地
球
上
に

出
現
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
を
解

決
す
る
カ
ギ
は
、
明
治
大
学
の
建
学
の
精

神
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
上
野
正
雄

学
長
は
語
り
ま
す
。

　
「『
権
利
自
由
、
独
立
自
治
』
と
は
、
最

終
的
に
は
一
人
ひ
と
り
の
人
間
を
大
事
に

す
る
と
い
う
精
神
に
尽
き
ま
す
。
そ
こ
は

建
学
以
来
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

学
生
数
３
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
大
学

で
あ
り
な
が
ら
、
個
々
の
学
生
に
教
員
・

職
員
が
真
摯
に
向
き
合
い
、
対
応
し
て
い

ま
す
。
学
部
間
の
垣
根
を
低
く
し
、
自
由

理
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
人
工
知
能
エ
キ
ス

パ
ー
ト
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
総
合
数
理
学
部

で
も
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
関
連
の

教
育
を
よ
り
強
化
す
る
た
め
、
２
０
２
６

年
度
よ
り
現
象
数
理
学
科
を
「
現
象
数
理

統
計
学
科
」
に
変
更
。
入
学
定
員
を
90
名

か
ら
１
０
５
名
に
増
員
。
学
び
の
幅
を
さ
ら

に
拡
充
す
る
た
め
、
数
理
科
学
・
情
報
技

術
の
最
先
端
を
研
究
指
導
で
き
る
専
任
教

員
・
特
任
教
員
を
合
計
５
名
増
強
し
ま
す
。

課
題
解
決
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

育
成
の
新
学
科
設
置

　

政
治
経
済
学
部
で
は
来
春
、「
地
域
行

政
学
科
」
の
学
生
募
集
を
停
止
し
、「
政

策
学
科
」
を
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
け

る
『
地
域
』
に
は
地
方
や
都
市
、
国
家
、

世
界
な
ど
様
々
な
意
味
と
可
能
性
が
あ
る

一
方
で
、
解
決
困
難
な
諸
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
住
民
や
企
業
、
政
府
、

自
治
体
な
ど
、
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
主
体

が
各
々
の
役
割
に
応
じ
て
適
切
な
政
策
を

企
画
・
立
案
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が

不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
新
学
科
で
は
改
め

て
『
政
策
』
と
い
う
言
葉
に
着
目
し
、
理

論
と
実
践
を
鍛
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整

備
し
ま
し
た
」
と
上
野
学
長
。
政
治
学
、

上
うえ

野
の

正
まさ

雄
お

学長

な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
諸
課

題
を
解
決
す
る
力
を
持
つ
人
間
を
育
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
人
ひ
と
り
の
「
個
を
磨
き
、
と
も
に

持
続
可
能
な
社
会
を
創
る
」
と
い
う
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
２
０
１
９
年
に
教

育
に
お
け
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
明
治
大
学

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
３
０
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
創
立
１
５
０
周
年

に
向
け
て
「M

EIJI VISION 150

―
前

へ
―
  （1）

」
を
策
定
し
、
10
年
後
の
明
治
大

学
の
あ
る
べ
き
姿
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
位

置
付
け
、
具
体
化
に
向
け
て
の
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

　
「
教
育
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
の
財
産

は
教
員
と
職
員
、
そ
し
て
学
生
で
あ
り
、

そ
れ
が
核
心
部
分
で
す
。
現
在
、
本
学
は

非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
10
学
部
を

擁
し
、
全
学
共
通
の
多
彩
な
講
座
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
数
多
く
用
意
し
て
い
ま
す
。

１
０
０
０
人
の
専
任
教
員
や
研
究
者
が
い

る
本
学
の
価
値
を
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生

に
十
分
還
元
で
き
る
よ
う
に
大
学
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
」（
上
野
学
長
）

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
関
連
の

教
育
強
化

　

い
ま
、
世
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

解
決
に
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
が
注
目
さ

れ
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
社
会
に
大
き

な
変
革
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
革
新
的
技
術
に
は
数
理
科
学
の
発

展
が
不
可
欠
で
す
。
明
治
大
学
は
文
部
科

学
省
の
令
和
６
年
度
「
大
学
・
高
専
機
能

強
化
支
援
事
業
」
に
、
大
学
院
先
端
数
理

科
学
研
究
科
の
事
業
計
画
「
明
治
大
学
数

（1） MEIJI VISION 150　―前へ―
　創立150周年に向け、2019年に発表した「明
治大学グランドデザイン2030」を発展させ策定。
総合大学として、学部・研究科の枠を超え、社
会のニーズに対応した教育プログラムを展開す
るとともに、大学院では研究と教育を深化させ、
世界のフロントラインで活躍する研究者を養成
する。教育を受ける時期や年齢・場所を問わな
い多様な教育を提供し、多様な「個」を磨き、
自ら切り拓く「前へ」の精神を堅持し、時代を
変革していく人材の育成を目指す。

（2） 「就職に力を入れている大学」
15年連続１位

　高校の進路指導教諭を対象に行った2024年度
の調査のうち、「就職に力を入れている大学」
の項目で、明治大学は15年連続で1位となった

（大学通信調べ）。1、2年次の「キャリア支援」
に力を注いでいる点も大きな特徴で、キャリア
ガイダンスや各種プログラムなどを通して早期
からキャリアを意識する機会を提供している。
　この他にも、弁護士・公認会計士・公務員や
マスコミ業界を目指す学生を支援するための各
種研究所をキャンパス内に整備。学部の垣根を
越えて、同じ志を持った学生が目標達成に向け
て切磋琢磨できる環境を提供している。

（3） 奨学金
　明治大学独自の奨学金制度は全て返還不要の

“給付型〟。全国で採用枠が1,000もある入学前
予約型の「おゝ明治奨学金」から、入学後に採
用が決まるものまで、その種類は多数ある。

支
援
だ
け
で
な
く
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
備
え
た
人
材
を
社
会
へ
送
り
出

す
こ
と
に
、
大
学
全
体
で
取
り
組
む
意
義

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
上
野
学
長
）

世
界
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て

留
学
制
度
を
さ
ら
に
充
実

　

文
部
科
学
省
の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
大
学
創
成
支
援
」
事
業
に
も
採
択
さ
れ

た
明
治
大
学
は
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

教
育
力
を
有
す
る
大
学
を
目
指
す
た
め
、

２
０
３
１
年
ま
で
に
在
学
生
の
50
％
に
留

学
経
験
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。
達
成
に
向
け
て
、
多
彩
な
制

度
を
整
備
。
留
学
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
）
や
学
生
留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
英
語

学
習
ア
ド
バ
イ
ジ
ン
グ
・
オ
フ
ィ
ス
ア

ワ
ー
な
ど
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

留
学
費
用
面
で
は
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
、
世
界
屈

指
の
名
門
大
学
に
１
年
間
留
学
す
る
と
最

大
で
７
０
０
万
円
を
助
成
す
る
「
海
外

ト
ッ
プ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
留
学
奨
励
助
成

金
」
を
整
備
。
一
般
の
「
外
国
留
学
奨
励

助
成
金
」
給
付
額
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。
海
外
か
ら
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

も
支
援
内
容
を
見
直
し
、
助
成
金
制
度
を

改
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
し
か
し
、
送
り
出
し
、
受
け
入
れ
の

双
方
を
増
や
し
た
だ
け
で
は
、
国
際
化
が

実
現
し
た
と
は
言
い
難
く
、
大
学
そ
の
も

の
が
国
際
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
留
学
し
た
学
生
の
経
験
を
、

留
学
経
験
の
な
い
学
生
た
ち
に
も
さ
ら
に

広
く
共
有
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
設
計
中

で
す
」（
上
野
学
長
）

1980年明治大学法学部卒業。2003年
裁判官から明治大学に転職し、助教授、
教授を経て2024年より現職。専門は
刑事法（犯罪学、少年法、犯罪者処
遇法）。
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一
人
ひ
と
り
の
「
個
」
を
重
視
し

少
人
数
重
視
の
教
育
を
展
開

　
「
大
勢
の
中
の
一
人
で
は
な
く
、
一
人

が
集
ま
っ
て
大
勢
に
な
る
と
い
う
自
覚
を

持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
自
分
を
大
切

に
す
る
と
同
時
に
、
他
者
も
尊
重
で
き
る

学
生
に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
全

授
業
の
半
分
以
上
が
学
生
数
30
人
未
満
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
教
育
・

研
究
だ
け
で
は
な
く
、
就
職
  （2）

に
関
し
て

も
１
年
次
か
ら
人
生
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

作
成
を
支
援
す
る
な
ど
、
学
生
同
士
、
学

生
と
教
員
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
」（
上
野
学
長
）

　

10
年
後
に
は
、
中
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ

る
国
際
日
本
学
部
と
総
合
数
理
学
部
を
駿

河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
両
学
部
の
先

進
的
な
教
育
・
研
究
を
明
治
大
学
全
体
に

還
元
し
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
権
利
自
由
、
独
立

自
治
」
を
今
こ
そ
深
く
理
解
し
、
実
現
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
現
代
社
会
の
抱
え
る
問

題
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
明
治
大
学

は
こ
れ
か
ら
も
「
前
へ
」
進
ん
で
い
き
ま
す
。

明治大学
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駿河台キャンパス・リバティタワー

2025年4月開館の生田「センターフォレスト」 国際交流寮「Komae International House」

2022年４月に誕生した「和泉ラーニングスクエア」国際混住寮「Meiji Global Vil lage」


